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令和二年を迎えてのご挨拶

須磨海岸からの初日の出（神戸市）

新年あけましておめでとうございます。

農林水産省では、農業者の皆様が
農業・農村の未来に夢や希望を持てるよう、
本年も現場の声に真摯に耳を傾けながら
農政における様々な課題に的確に対応してまいります。

兵庫県拠点は、最も現場に近い農林水産省の機関として
現場と農政を結ぶ活動を担っていきますので
本年もどうぞよろしくお願い致します。
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奄美大島から嫁いで！

南あわじ市で、あわじ農業女子の会長を務めな
がら、水稲と露地野菜の三毛作に汗を流している、
伊吹農園の伊吹彩子さん（36歳）にお話を伺いま
した。

奄美大島の出身で、大阪の専門学校に進学し、
アルバイト先で当時大学生だった夫、智則さんと
出会います。大学卒業後すぐに淡路島の実家に就
農した智則さんから、「結婚したら農業を手伝っ
て欲しい」と言われ、「農業を手伝うなら最初か
ら」と平成17年の結婚と同時に就農。彩子さん自
身は全く農業の経験は無かったものの、逆に農業
の良い所も悪い所も知らなかったことがすんなり
と就農できた理由のようです。

現在、親子３代の家族経営の中、６㏊の農地で淡路島特産の
玉ねぎを始め、水稲、レタス、キャベツ、白菜などを栽培して
います。
海沿いでミネラルを含んだ潮風を受け、栄養を蓄えた自慢の

玉ねぎは、稲ＷＣＳの契約畜産農家からのたい肥に加え、海藻
や自然由来の肥料を入れて栽培。甘くて柔らかい「伊吹さんち
のいいたまねぎ」として「ひょうご安心ブランド」を取得。平
成29年には「フード・アクション・ニッポンアワード」に入
賞しました。また、早生品種の圃場においては有機ＪＡＳ認証
も取得。安心・安全の有機栽培玉ねぎは、収穫後、すぐに売り
切れてしまう伊吹農園の人気商品に成長しました。
結婚後、すぐに就農したことで、家と圃場の往復に少し寂し

い思いを抱いていたころ、同じ様な思いをしている女性農業者
がいるのではと立ち上げたのが「あわじ農業女子」。30～40
代の若手女性農業者13名を会員に、農業は勿論、育児などの情
報交換も含め、子育て世代の農家女性の活動・交流の場となっ
ています。

「農業者の半分は女性。女性ならではの目線で、自らが感じたことを上手く取り入れることが
できたらもっと農業は良くなる。そんな女性農業者の活躍のお手伝いが今の楽しみのひとつで
す。」と笑顔で語っておられました。

※フード・アクション・ニッポンとは、日本の食を次の世代に残し、創るために、
国産農林水産物の消費拡大を目指した取組です。事業者・団体等の優れた取り組
みをフード・アクション・ニッポンアワードとして毎年表彰し、全国へ発信して
います。

農林水産省では、２月１日現在で「2020年農林業センサス」を実施します。
農林業センサスは、農林業の実態を明らかにし、国や都道府県、市区町村はも

ちろん各方面にわたり、広く利用できる総合的な統計資料を得るための調査で
す。
全国の農家や林家をはじめ、すべての農林業関係者を対象に行われる『農林業

の国勢調査』ともいうべきものです。
皆様のお宅や会社等に調査員が調査に伺いましたら、ご協力をお願いします。

統計調査にご協力ください（2020年農林業センサス）



加古川市八幡町の大谷農園で、主にトマトを栽
培している大谷圭祐さんにお話を伺いました。

大谷さんは農業を志し、農業大学校に進学。卒
業後、知人の農家で２年間の研修を経て、３年前
から親元で就農し、祖父の代から経営している同
農園で大玉トマトの栽培を行っています。
他の農園で研修を行っていたこともあり、就農

後はすぐに父のハウスとは別棟のハウスで環境制
御型の栽培方法によりトマトを年3回栽培、収穫
して地元JAの直売所等で販売しています。
「植物を相手にするので非常に難しいですが、

楽しみながら栽培しています。今後は、栽培技術
だけでなく、経営面を含めた勉強にも取り組んで

いきたい。」と真剣な表情で語っていただきました。
また、大谷さんは就農時から加古川農業青年クラブに加入して、

園芸農家だけでなく、他の栽培・畜産農家との情報交換を行って
います。
この青年クラブでは１年に１回消費者との交流・食育を目的と

した体験イベントを行っており、今年は大谷農園のハウスでトマ
ト収穫体験を行いました。
「トマトの収穫体験で、参加者に大変喜んでいただき、収穫し

たトマトをその場で食べた方から味について生の感想を聞けたの
がうれしかった。」と満面の笑みで答えていただきました。
青年クラブの他の活動についてお聞きすると「クラブの活動で

はないが、クラブのメンバー
の中には学校で食育活動を行
っている人もいます。興味は
ありますが、質問を受けてから答えることと違って、自分か
ら話すことがちょっと苦手で････。」と話してくれました。
トマトの栽培について真剣な表情で話す時や消費者の方々

との交流の話を笑顔で話す大谷さんの人柄に、何かほっこり
とした気持ちでインタビューを終えました。

消費者が育てるトマト･園芸農家

環境制御型ハウスで栽培しているトマト

大玉トマト

令和元年12月13日、令和元年度農林水産関係補正予算（総額5,849億円）が、令和元年12月23
日、令和２年度農林水産予算（総額2兆3,109億円）及び臨時・特別の措置（総額1,008億円）が、
両日の閣議において決定されました。
令和元年度補正予算のポイントは、①「総合的なＴＰＰ等関連政策大綱」に基づく施策の実施、

②災害からの復旧・復興と安全・安心、③「農林水産業・地域の活力創造プラン」に基づく施策等
の推進となっています。
令和２年度予算のポイントは、攻めの農林水産業を展開し成長産業にするとともに、美しく伝統

ある農山漁村を次世代に継承するため「農林水産業・地域の活力創造プラン」等に基づく農林水産
業全般にわたる改革を着実に実施するための８つの柱と防災・減災、国土強靭化のための緊急対策
となっています。
各事業の内容等は、農林水産省ホームページをご覧いただくか、地方参事官ホットラインまでお

問い合わせください。
令和2年度農林水産予算概算決定の概要 https://www.maff.go.jp/j/budget/r2kettei.html
令和元年度農林水産関係補正予算の概要 http://www.maff.go.jp/j/budget/r1hosei.html

令和元年度農林水産関係補正予算及び
令和2年度農林水産予算概算決定の概要について



令和２年･･･暖かくおだやかな天気の中、鮮やかな初日の出で始まりました。
どうか平和で災害のないおだやかな１年になることを祈っています。
さて、お正月に各種のスポーツ大会が行われました。
今年は母校の後輩が箱根駅伝に初出場することもありTVで応援、箱根の険
しい坂道を黙々と走る選手の姿と沿道の声援に感動しました･･･。
夏にはいよいよ東京オリンピック・パラリンピックが！
筋書きのない熱いドラマを見逃さないようにしたいものです。

編集後記

農政に関するご相談､事業や制度へのご意見･ご質問などがございましたら､お気軽に地方参事官
ホットラインまでお問い合わせ下さい｡また、広報誌に対するご意見等もお待ちしています。

地 方 参 事 官 ホ ッ ト ラ イ ン

TEL：078-331-5924 FAX：078-331-5177
2020.01
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農林水産省は、我が国の農林水産物の良さや農林水産業、農山漁村の魅力を国内外に伝えるため、
職員自らがスキルや個性を活かして、YouTubeチャンネルなど省公式SNSで情報発信するプロジェ
クト「BUZZ MAFF」を立ち上げ、2020年1月7日（火）から発信を開始しました！

http://www.maff.go.jp/j/pr/buzzmaff/index.html

https://www.instagram.com/p/B7CsrHJni02/公式Instagramはこちらから

公式YouTubeはこちらから

第2回は、
兵庫の特産物であふれる
魚の棚商店街から！

兵庫県拠点も、Instagramで発信していますので、ぜひご覧ください！

第1回は、
最盛期を迎えた

牡蠣の出荷現場から！

ほかにも、今年の五穀豊穣祈願、
灘五郷、兵庫の農産物の紹介など

続々投稿予定です！


